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■ 更新計画（案） 

 
対象各施設の、今後 20 年間の長期修繕費用の見込みを示す。 
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１ 前橋公園 
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２．敷島公園 
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３．道の駅ぐりーんふらわー牧場・大胡 
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４．道の駅 赤城の恵 
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５．道の駅 ふじみ 
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６．粕川温泉元気ランド 
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■ 運営計画（案） 

 
対象各施設の、今後 20 年間の長期修繕費用の見込みを示す。 
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１．前橋公園 

 

ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう 10 
年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 

 
 
 

■目標１：前橋を代表する緑の拠点として多様な楽しみを提供する公園 

前橋市の緑の拠点であり、中心市街地に立地するシンボル的公園として、水

景や文化施設などの楽しみ、子どもたちの遊びなど多世代の利用を促進するた

めに、公園の多様な施設を活かしたレクリエーションを提供していく。 
 

■目標２：中心市街地の大規模公園として防災機能を強化・充実した公園 

地震発生時の防災機能を発揮するため、中心市街地の防災拠点として、防災

訓練など災害発生を想定した取組や防災関連施設の更なる機能強化・充実を図

る。 
 

■目標３：利根川に隣接した緑として多様な生物の貴重な生息・生育空間と

なる公園 

公園が生物の良好な生息・生育空間として機能するために、多様な生物の生

息・生育環境に配慮した環境管理を進めるとともに、公園内の動植物の保全・

育成活動を充実させていく。 
 

■目標４：民との連携により魅力を高める公園 

市民にとって公園をより魅力的な空間とするため、市民・ボランティア、Ｎ

ＰＯ、民間企業など、公園に関係する多様な主体とともに公園の管理運営を進

めていく。 
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イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理や

整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 
 

１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園内

の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
 

＜多目的広場ゾーン＞ 

・芝生広場 

市民の憩いの場として、また多様なレクリエーションに対応できるよ

う維持管理を行う。 

・休憩所兼ステージ 

「みどりの散策エリア」には休憩所兼ステージが設置されており、そ

の全面は芝生が広がっている。イベント利用として活用するとともに、

普段は散策・休憩に利用できるよう維持管理を行う。 
＜遊具広場ゾーン＞ 

・るなぱあく 

1954 年開園の遊園地で、５台の電動木馬は開園当時から乗り継がれ、

国の登録有形文化財に登録されている。子ども達が安全に利用できるよ

うに維持管理を行う。 
＜エントランスゾーン＞ 

・前橋公園ビジターセンター 

ビジターセンターとして、来場者の集散の場となるとともに、前橋公

園の施設の概要や楽しみ方、歴史等を来場者に伝える場となるよう維持

管理を行う。 
＜散策・休息ゾーン＞ 

・みどりの散策エリア北側 

みどりの散策エリアの北側の園路周辺にはサクラが植えられており、

花見を楽しめる場としてサクラを維持・育成していく。 

・芝生広場西側 

芝生広場に向う園路周辺にはサクラが植えられており、花見を楽しめ

る場としてサクラを維持・育成していく。 
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＜歴史的建築物・庭園ゾーン＞ 

・臨江閣・日本庭園 

臨江閣は明治期の近代和風の木造建築で、本館と茶室は県指定、別館

は市指定の重要文化財となっている。周囲には日本庭園が整備されてい

る。前橋市の歴史を感じることができる貴重な財産として臨江閣と調和

した景観形成や利用を目指した維持管理を行う。 
＜修景ゾーン＞ 

・さちの池 

「鶴舞う形の群馬県」をかたどった池で、水辺の散策などの場として

利用できるよう維持管理を行う。また、サクラの名所でもあり、花見を

楽しめる場としてサクラを維持・育成していく。 

・放水路周辺 

公園内を流れる放水路の両脇にサクラ並木があり、花見を楽しめる場

としてサクラを維持・育成していく。 
＜水辺・親水ゾーン＞ 

・親水・水上ステージ 

利根川の河川敷を活用し、噴水や池などの水辺および水上ステージが

整備されている。水辺の散策や休憩、およびイベント利用に活用できる

よう対応していく。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全に

も配慮した維持管理を行う。 
 
 
２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点検

等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全を確

保し、安心して利用してもらう。 
防災トイレなどの防災関連施設は、発災時に円滑に使用できるよう、

日頃から点検等を行っていく。 
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・植栽の維持管理 

園地や植物の管理については、植栽の特性に配慮したうえで、質の高

い維持水準を保てるよう必要な管理を行う。樹木については異常を早期

に発見し、速やかに対応していくことで落枝や倒木を防止し利用者の安

全を確保する。 
また、植栽の基盤となる土や水とそこに生息する生き物も含めた生態

系を守り育てていく。 

・民と連携した維持管理 

公園愛護会やＮＰＯ等、民間企業との協働を積極的に推進し、公園に

関係する様々な団体等が話し合い、協働・連携して公園を管理していく

仕組みを強化していく。 
 
 

３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

前橋公園の特長である、中心市街地に立地したアクセスの良さや施設

の多様性、水辺の景観、文化財を活用した利用の促進を目指す。また、

敷島公園などの周辺の施設、公園との位置関係を生かした利活用・広報

を検討する。 

・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、利

用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考に

し、反映できるものは積極的に取り入れる。 

・公園の魅力の発信 

公園のイベント、四季の見所などの情報を、冊子やホームページで積

極的に提供して公園利用の促進を図る。 
また、管理所等を公園情報の受発信の拠点として活用するとともに、

公園に関わる様々な主体が集まり情報交換することができる場として

機能させていく。 

・地域との連携 

周辺地域や近隣の企業・学校等との連携を進め、地域に根ざした公園

を目指す。また、公園愛護会等のボランティア団体のほか、新たな団体、

市民等との連携・協働を進め、公園を地域コミュニティの交流促進の場

として活用する。 
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・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、ヘリ発着場、一次避難地としての

機能を確保する。 
また、被災時に機能を十分に発揮できるよう、管理を行うとともに、

防災訓練の会場等の活用を通して、防災機能の周知を図る。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
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２．敷島公園 

 

ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう 10 
年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 

 
 

■目標１：緑の拠点として園芸文化を市民に広める公園 

前橋市の緑の拠点として、歴史あるバラ園のブランドを基礎に、園芸文化に

関する啓発や案内機能を充実することにより、様々な来園者に対しバラを学び

楽しむ場を提供する。また、バーベキュー場や文化施設など公園の多様な施設

を活かしたレクリエーションを提供していく。 
 

■目標２：中心市街地の大規模公園として防災機能を強化・充実した公園 

地震発生時の防災機能を発揮するため、中心市街地の防災拠点として、防災

訓練など災害発生を想定した取組や防災関連施設の更なる機能強化・充実を図

る。 
 

■目標３：民との連携により魅力を高める公園 

市民にとって公園をより魅力的な空間とするため、市民・ボランティア、Ｎ

ＰＯ、民間企業など、公園に関係する多様な主体とともに公園の管理運営を進

めていく。 
 
 

イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理や

整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 
 

１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園内

の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
 

＜遊具広場ゾーン＞ 

・子どもの広場があるゾーン 

ターザンロープやアスレチック遊具などが整備されている。子ども達

が安全で楽しく利用できるように維持管理を行う。 
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＜散策・休息ゾーン＞ 

・松林・子どもの広場の南側 

散策や休憩を楽しめるゾーンとして維持管理を行う。 
＜展示・学習ゾーン＞ 

・前橋市蚕糸記念館があるゾーン 

前橋市蚕糸記念館は国立原蚕種製造所として建てられた明治末期の

洋風建築物で、養蚕・製糸に関する用具・器械等を展示している。前橋

の近代産業の歴史を学ぶ場として、維持管理を行う。 
＜樹林ゾーン＞ 

・松林があるゾーン 

約 2,700 本の松が群生しており、この規模の松の平地林は全国的にも

珍しい。良好な松林を保全し、散策等に利用できるよう維持管理を行う。 
＜水辺・親水ゾーン＞ 

・つり堀・ボート池、お艶が岩があるゾーン 

釣りやボート遊びが安全に楽しめる場として、維持管理を行う。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場があるゾーン 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全に

も配慮した維持管理を行う。 
＜植物園ゾーン＞ 

・ばら園があるゾーン 

敷島公園ばら園は、平成 20 年 3 月にリニューアルオープンし、約 600
種のバラ 7,000 株が植栽されている。季節毎に楽しめるばらを育成して

いくとともに、「春のばらまつり」や「秋のバラフェスタ」等のイベント

の場としても維持管理を行う。 
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２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点検

等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全を確

保し、安心して利用してもらう。 
防災トイレなどの防災関連施設は、発災時に円滑に使用できるよう、

日頃から点検等を行っていく。 

・植栽の維持管理 

園地や植物の管理については、植栽の特性に配慮したうえで、質の高

い維持水準を保てるよう必要な管理を行う。樹木については異常を早期

に発見し、速やかに対応していくことで落枝や倒木を防止し利用者の安

全を確保する。 
また、植栽の基盤となる土や水とそこに生息する生き物も含めた生態

系を守り育てていく。 
本公園の特徴であるばら園は、観賞の場としてきめ細かな園地管理を

行っていく。 

・民と連携した維持管理 

公園愛護会やＮＰＯ等、民間企業との協働を積極的に推進し、公園に

関係する様々な団体等が話し合い、協働・連携して公園を管理していく

仕組みを強化していく。 
 
 

３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

バラの開花期である春と秋は、多くの利用者にゆったり園芸の魅力を

楽しんでもらえるよう、ばらガイドによる園内案内や、バラ花壇をライ

トアップ、バラの苗の直売など園芸を楽しむ機会を提供していく。 
・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、利

用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考にし

反映できるものは積極的に取り入れる。 
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・公園の魅力の発信 

公園のイベント、四季の見所などの情報を、冊子やホームページで積

極的に提供して公園利用の促進を図る。 
また、管理所等を公園情報の受発信の拠点として活用するとともに、

公園に関わる様々な主体が集まり情報交換することができる場として

機能させていく。 

・地域との連携 

周辺地域や近隣の企業・学校等との連携を進め、地域に根ざした公園

を目指す。 
また、公園愛護会等のボランティア団体のほか、新たな団体、市民等

との連携・協働を進め、公園を地域コミュニティの交流促進の場として

活用する。 

・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、被災時に機能を十分に発揮できる

よう、管理を行うとともに、防災訓練の会場等の活用を通して、防災機

能の周知を図る。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
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３．道の駅 グリーンフラワー牧場大胡 

 
ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう 10 
年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 

 
 

■目標１：緑の拠点として酪農をテーマに市民の憩いと観光振興に寄与する

公園 

前橋市の拠点的な公園として、動物とのふれあいや、自然の中での飲食、休

憩などの魅力的なサービスを提供し、市民に憩いや交流の場を提供するととも

に、人々を惹きつける観光拠点を形成する。 
 

■目標２：赤城山麓の田園の多様な生物の貴重な生息・生育空間となる公園 

公園が生物の良好な生息・生育空間として機能するために、多様な生物の生

息・生育環境に配慮した環境管理を進めるとともに、公園内の動植物の保全・

育成活動を充実させていく。 
 

■目標３：ヘリコプター離着陸場、防災物流拠点として防災機能を強化・充

実した公園 

災害発生時の防災機能を発揮するため、ヘリコプター離着場、防災物流拠点

（道の駅）として、防災訓練など災害発生を想定した取組や防災関連施設の更

なる機能強化・充実を図る。 
 
 
 
 
 

イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理や

整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 
 

１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園内

の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
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＜多目的広場ゾーン＞ 

・風車・展望台があるゾーン 

オランダ型風車があり、その周りは芝生となっている。散策・休憩の

他、イベント開催時も利用できる広場として維持管理を行う。 
＜遊具広場ゾーン＞ 

・遊具があるゾーン 

ローラー滑り台やアスレチック遊具が整備されている。子ども達が安

全で楽しく利用できるように維持管理を行う。 
＜散策・休息ゾーン＞ 

・風のモニュメントがあるゾーン 

散策や休憩を楽しめるゾーンとして維持管理を行う。 
＜修景ゾーン＞ 

・桜並木があるゾーン 

敷地周縁部や中央部にはサクラ並木が楽しめる遊歩道が設置されて

いる。サクラを保全・育成し、サクラを楽しみながら散策できる場とし

て維持管理を行う。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場があるゾーン 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全に

も配慮した維持管理を行う。 
＜収益施設ゾーン＞ 

・レストハウス「まきば」があるゾーン 

もつ煮定食をはじめとして、麺類、定食、ドリンクなどさまざまなメ

ニューを提供している。食事を楽しむ場所として、また前橋の食の魅力

を発信する場として維持管理を行い、管理棟としても利用していく。 

・花木農産物特売所「さんぽ道」があるゾーン 

近隣の農家で生産された野菜や果実や、花木・庭木などの農産物など

を取り扱っている。前橋市の農産物や特産品を PR し魅力を発信すると

ともに、道の駅として道路情報や災害情報などの情報発信の場として維

持管理を行う。 
＜キャンプ場ゾーン＞ 

・キャンプ場があるゾーン 

寺沢川の両側にキャンプ場があり、宿泊可能なバンガローや炊事場、

バーベキュー場の設備がある。自然とのふれあいを楽しみながら安全に

キャンプができるよう維持管理を行う。 
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＜動物ふれあいゾーン＞ 

・動物舎や放牧場があるゾーン 

ポニー、牛、羊、鳥などの動物舎及び放牧場がある。乗馬体験やエサ

やり体験など、動物に触れ合うことができる空間として維持管理してい

く。 
＜農とのふれあいゾーン＞ 

・水田があるゾーン 

田植えや稲刈りなど、農体験ができる場として維持管理を行う。 
 
 

２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点検

等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全を確

保し、安心して利用してもらう。 
防災トイレなどの防災関連施設は、発災時に円滑に使用できるよう、

日頃から点検等を行っていく。 

・植栽の維持管理 

園地や植物の管理については、植栽の特性に配慮したうえで、質の高

い維持水準を保てるよう必要な管理を行う。樹木については異常を早期

に発見し、速やかに対応していくことで落枝や倒木を防止し利用者の安

全を確保する。 
また、植栽の基盤となる土や水とそこに生息する生き物も含めた生態

系を守り育てていく。 
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３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

赤城山麓の田園景観が見渡せる環境のもと、子供から大人まで楽しめ

る観光牧場として、動物たちとのふれあい、豊かな自然の中での飲食な

どのサービスを提供していく。 

・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、利

用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考にし

反映できるものは積極的に取り入れる。 

・公園の魅力の発信 

公園のイベント、四季の見所などの情報を、冊子やホームページで積

極的に提供して公園利用の促進を図る。 

・地域との連携 

周辺地域や近隣の農家等との連携を進め、地域に根ざした公園を目指

す。 

・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、被災時に機能を十分に発揮できる

よう、管理を行う。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
 

  



資料－29 
 

 
４．道の駅 赤城の恵 

 
ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう 10 
年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 

 
 

■目標１：前橋の総合公園として自然とのふれあい、健康づくり、コミュニ

ティづくりに資する公園 

前橋市の緑の拠点であり、環境改善と地域のニーズにあった公園づくりを基

本理念とし、自然とのふれあい、健康づくり、コミュニティづくりをテーマに、

総合公園としてのサービスを提供していく。 
 

■目標２：赤城南麓の豊かなロケーションのもと観光振興に資する公園 

本公園は県内有数のアジサイの名所であるとともに道の駅「赤城の恵」に登

録され、地元農産物直売所「味菜」、日帰り温泉施設「あいのやまの湯」などが

併設されており、これらの施設と一体となって前橋市の観光振興に寄与する。 
 

■目標３：赤城南麓の環境を生かし生物の貴重な生息・生育空間となる公園 

公園を流れる小川の自然環境を生かし、ホタルの生息・生育環境に配慮した

環境管理を進める。 
 

■目標４：防災物流拠点として防災機能を強化・充実した公園 

災害発生時の防災機能を発揮するため、防災物流拠点（道の駅）として、防

災訓練など災害発生を想定した取組や防災関連施設の更なる機能強化・充実を

図る。 
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イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理

や整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 

 
１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園内

の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
 

＜多目的広場ゾーン＞ 

・芝生広場があるゾーン 

あいのやまの湯、産直「味菜」の西側にある芝生広場で、散策・休憩

の他、イベント開催時も利用できる広場として維持管理を行う。 
＜遊具広場ゾーン＞ 

・遊具広場があるゾーン 

滑り台やネットトンネルなどがつながったコンビネーション遊具が

設置されている。子ども達が安全で楽しく利用できるように維持管理を

行う。 

・子どもの遊び場があるゾーン 

コンビネーション遊具やザルクライム、ロッキング遊具などが設置さ

れている。子ども達が安全で楽しく利用できるように維持管理を行う。 
＜散策・休息ゾーン＞ 

・林の散歩道があるゾーン 

散策や休息を楽しめるゾーンとして維持管理を行う。 

・どんぐりの林があるゾーン 

芝生が張られており、一角には小川も流れている。散策や休息を楽し

めるゾーンとして維持管理を行う。 

・駐車場・あいのやま湯の東側 

散策や休息を楽しめるゾーンとして維持管理を行う。 
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＜修景ゾーン＞ 

・アジサイの丘、だんだん原っぱ、堂の池があるゾーン 

アジサイの丘、だんだん原っぱを中心に 10 種類、約 16,000 株のアジ

サイが植栽されている。６月中旬から 7 月下旬が開花シーズンであり、

アジサイの中を散策できる遊歩道が設置されている。今後もアジサイの

名所として、植栽管理及び遊歩道の維持管理を行う。 
またこのゾーンを流れる小川付近ではアジサイが咲く時期にホタル

もみられるため、その保全対策も行っていく。 

・大入沼があるゾーン 

遊具広場の南側にある。四季折々の彩のある姿を見せる水辺として散

策が楽しめるよう維持管理を行う。 
＜水辺・親水ゾーン＞ 

・親水テラスがあるゾーン 

親水池や親水流れが整備されており、親水池の縁では小魚やザリガニ

を釣ることができる。安全に水辺に親しむことができるよう維持管理を

行う。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場があるゾーン 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全に

も配慮した維持管理を行う。 
＜収益施設ゾーン＞ 

・あいのやま湯、産直「味菜」があるゾーン 

あいのやま湯は温泉、プール、食事処が併設されている施設である。

温泉は 100％の源泉を供給しており、フィンランド式サウナも整備され

ている。またプールは 20ｍプール、歩行浴プール、子ども用プールなど

目的に合わせた利用が可能となっている。食事処は地元産食材にこだわ

った料理が楽しめる。 
各施設を多世代が楽しめる施設にしていくとともに、前橋市の農産物

や特産品を PR し魅力を発信し、道の駅として道路情報や災害情報など

の情報発信の場として維持管理を行う。 
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２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点検

等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全を確

保し、安心して利用してもらう。 
防災トイレなどの防災関連施設は、発災時に円滑に使用できるよう、

日頃から点検等を行っていく。 

・植栽の維持管理 

園地や植物の管理については、植栽の特性に配慮したうえで、質の高

い維持水準を保てるよう必要な管理を行う。樹木については異常を早期

に発見し、速やかに対応していくことで落枝や倒木を防止し利用者の安

全を確保する。 
また、植栽の基盤となる土や水とそこに生息する生き物も含めた生態

系を守り育てていく。 
本公園の特徴でアジサイは、観賞の場としてきめ細かな園地管理を行

っていく。 
 
 

３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

アジサイとホタルの観賞期である 6 月～7 月は、多くの利用者にゆっ

たり園内散策を楽しんでもらえるよう、アジサイの丘や親水エリアでの

観賞を楽しむための案内を行う。また、スポーツ広場、農産物直売所「味

菜」、日帰り温泉施設「あいのやまの湯」などの多様な施設により、子供

から大人まで楽しめる公園としてサービスを提供していく。 

・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、利

用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考にし

反映できるものは積極的に取り入れる。 

・公園の魅力の発信 

公園のイベント、四季の見所などの情報を、冊子やホームページで積

極的に提供して公園利用の促進を図る。 
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・地域との連携 

周辺地域や近隣の農家等との連携を進め、地域に根ざした公園を目指

す。 

・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、被災時に機能を十分に発揮できる

よう、管理を行う。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
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５．道の駅 ふじみ 

 
ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう 10 
年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 

 
 

■目標１：農産物直売と温泉で市内外から観光客を惹きつける施設 

道の駅ふじみ内の農産物直売所では、安心・安全・鮮度・美味しさ・健康を

重視した機能的や野菜の販売を行うほか、前橋の風景を見渡せる温泉施設によ

り、観光客を誘引する。 
 

■目標２：防災物流拠点として防災機能を強化・充実した施設 

災害発生時の防災機能を発揮するため、防災物流拠点（道の駅）として、防

災訓練など災害発生を想定した取組や防災関連施設の更なる機能強化・充実を

図る。 
 

■目標３：道の駅利用者に子どもの遊び場と憩いを提供する公園 

道の駅ふじみに併設されたふれあい公園では、子ども達が遊べる遊具やゆっ

くり憩える芝生広場を設置し、道の駅利用者の憩いのスペースとして活用す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理や

整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 
 

１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園内

の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
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＜多目的広場ゾーン＞ 

・ふれあい公園があるゾーン 

道の駅ふじみに併設されている公園で、滑り台などの遊具が設置さ

れ、芝生の広場となっている。市民の憩いの場として、また多様なレク

リエーションに対応できるよう維持管理を行う。 
＜収益施設ゾーン＞ 

・富士見温泉見晴らしの湯「ふれあい館」、農産物直売所「風ライン

ふじみ」があるゾーン 

富士見温泉見晴らしの湯「ふれあい館」の温泉は深度約 1,500ｍ以上

の源泉を用い、関東でも有数の大深度温泉（1,000ｍ以上の深度を持つ温

泉）である。また露天風呂やレストランからは前橋市の風景が楽しめる。

農産物直売所「風ラインふじみ」は季節ごとの旬の野菜や地域の特産品

を扱っている。 
各施設を多世代が楽しめる施設にしていくとともに、前橋市の農産物

や特産品を PR し魅力を発信し、道の駅として道路情報や災害情報など

の情報発信の場として維持管理を行う。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場があるゾーン 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全に

も配慮した維持管理を行う。 
 
 
２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点検

等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全を確

保し、安心して利用してもらう。 

・植栽の維持管理 

園地や植物の管理については、植栽の特性に配慮したうえで、質の高

い維持水準を保てるよう必要な管理を行う。樹木については異常を早期

に発見し、速やかに対応していくことで落枝や倒木を防止し利用者の安

全を確保する。 
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３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

道の駅、温泉施設の利用者が、屋外で休憩したり親子で遊ぶなどの利

用ができるようによう、各施設での園内案内を充実していく。また、道

の駅のイベント等での利用を図る。 
 

・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、利

用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考にし

反映できるものは積極的に取り入れる。 
 

・地域との連携 

周辺地域や近隣の農家等との連携を進め、地域に根ざした公園を目指

す。 
 

・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、被災時に機能を十分に発揮できる

よう、管理を行う。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
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６．粕川温泉元気ランド 

 
ア 施設運営のコンセプト 

本公園の利用状況、および社会状況の変化等の内容を踏まえ、むこう

10 年間を見据える中で本公園が目指す公園像を次のように定める。 
 
 

■目標１：温泉と農産物直売で市民の保養と地域振興に資する施設 

粕川温泉元気ランド内の温泉施設、飲食店や駐車場に併設された農産物直

売所など、心身ともにリフレッシュするとともに、地元の新鮮な食材購入す

る楽しみを提供していく。 
 

■目標２：温水プールで市民の健康づくりを支える施設 

粕川温泉元気ランド内の 25ｍ温水プールでは、スイミングにより運動不足

の解消やストレス発散、美容やダイエットなど、幼児から高齢者まで目的に

応じて気軽に取り組める環境を提供していく。 
 

■目標３：粕川に隣接した緑として水辺の自然とふれあう公園 

粕川や河川敷の池など、自然豊かな水辺で、動植物の観察や生き物とのふ

れあいを楽しめる環境管理を進める。 
 
 
 
 

イ 運営業務の内容 

本公園が目指す姿を実現し利用者の満足度を高めていくために、管理

や整備等に関わる取組み方針について、次のように定める。 
 

１）ゾーン別基本方針 

管理運営や改修整備等を重点的・効率的に実施していくために、園

内の現況の機能・施設を類型化したゾーンごとの基本方針を定める。 
 

＜樹林ゾーン＞ 

・樹林があるゾーン 

良好な樹林を保全し、散策等に利用できるよう維持管理を行う。 
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＜水辺・親水ゾーン＞ 

・親水施設があるゾーン 

安全に水辺に親しむことができるよう維持管理を行う。 
＜駐車場ゾーン＞ 

・駐車場があるゾーン 

案内機能の充実を図り、車利用だけでなく、その他の来園者の安全

にも配慮した維持管理を行う。 
＜収益施設ゾーン＞ 

・粕川温泉元気ランドがあるゾーン 

温水プール、温泉施設が併設されており、１階の温水プールには、

25m プール（歩行訓練コースあり）、子供用プール、ジャグジーが整備

されている。２階の温泉施設には、粕川温泉と粕川中之沢温泉、2 種類

の源泉を使用し、露天、内風呂、サウナなどが整備されている。また駐

車場横に農産物直売所が設置されている。 
各施設を健康づくりや心身のリフレッシュ、農産物購入など多世代

が楽しめる施設として維持管理していく。 
 
 
２）維持管理の取組み方針 

・施設・設備の維持管理 

施設や設備は、各施設・設備に応じた管理計画を立て点検・管理を行

うことで機能を正常に保持する。 
また、常に清潔に保ち快適な利用を提供するとともに、日常的な点

検等を通じて異常を早期に発見し、速やかに対応していくことで安全

を確保し、安心して利用してもらう。 

・植栽の維持管理 

水辺の園地管理については、自然植生に配慮したうえで、生物の生

息・生育に配慮した管理を行い、そこに生息する生き物も含めた生態

系を守り育てていく。 
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３）運営管理の取組み方針 

・公園特性の活用 

温泉施設、温水プール、農産物直売所、河川の親水施設と、内容が多

岐にわたるが、親子連れの利用者が川遊びの後に温泉を利用したり、

川沿いの散策の後に温泉を利用するなど、施設を一体的に楽しんでも

らえるよう、各施設での園内案内を充実していく。 

・利用者の意向の反映 

公園利用者のライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた公園の管理運営が求められており、

利用者の多様なニーズに応え満足度を高めるため、利用者の声を参考

にし、反映できるものは積極的に取り入れる。 

・公園の魅力の発信 

公園の四季の自然の見所などの情報をホームページで積極的に提供

して公園利用の促進を図る。 

・地域との連携 

周辺地域や近隣の農家等との連携を進め、地域に根ざした公園を目

指す。 

・民間活力の導入 

民間活力の導入により、公園利用サービスの向上を検討するととも

に、維持管理などの財源確保にも努める。 
 
 

４）災害対応の方針 

「前橋市地域防災計画」に基づき、被災時に機能を十分に発揮でき

るよう、管理を行う。 
 
 

５）改修・再整備の方針 

公園の安全・魅力向上のために必要な場合は、改修・再整備を行う。

主に、老朽化した施設や舗装などの更新を進める。 
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■ 事業者意向調査：事業概要書、調査票 
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【調査票①：温泉施設事業者向け】 
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【調査票②：温泉施設事業者向け】 
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